
『下伊那史』を支えた人々

●同時事業のお知らせ

本講座は、文化トピック展示「下伊那歴史探求のあゆみ」の付属事業です。併せて、展示室もご覧くださ

い（2月23日まで、文化展示室）

『下伊那史』が長きにわたり当地の歴史研究の羅針

盤であり続けたのは、その膨大な資料の蓄積と学校現

場に身を置いた郷土史家たちの情熱によるものです。

実際に編纂事業に携わった市村咸人、宮下操らをはじ

め、『下伊那史』編纂事業を中心とした当地の歴史研

究を推進した人びとの功績をひもといていきます。

令和７年度 第６回美博文化講座へのおさそい

（申込・問い合わせ先）

飯田市美術博物館
〒395-0034 長野県飯田市追手町2-655-7
℡0265-22-8118 FAX0265-22-5252
https://www.iida-museum.org/

講 師 ：伊坪 達郎（飯田市歴史研究所所長、下伊那誌編纂委員長）

会 場： 飯田市美術博物館 講堂

定 員： 60名 ※予約先着順

受 講 料： 無料

申 込 方 法： お電話（0265-22-8118）にてお申し込みください

お申し込みの際には、１）希望する講座名、２）氏名、

３）電話番号をお知らせください

〇受付開始：12月5日（金）～（受付時間は9：30～17：00）

〇FAX、メールでの受付はできません

〇キャンセルのご連絡はお早めにお願いいたします

令和7年12月21日（日） 午後1時30分～3時00分

いつぼ たつろう

市村咸人（1878-1963））

いちむらみなと みやしたみさお


